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授業科目名  社会医療情報学講義・演習、社会医療情報学実験・実習、社会医療情報学課題研
究、社会医療情報学研究論文演習 

 
統括責任者  苅田 香苗 
 
担当教員名  苅田 香苗、吉田 正雄、白土 健、苣田 慎一 

（講義担当者は次頁参照、実験・実習、課題研究、研究論文演習は履修者の研究テーマにより決定する） 
 
教育の基本方針 
衛生学・公衆衛生学の理解を深め、主体的に研究テーマに取り組むための知識・技術を習得し、オリジナリティのある
仕事ができる研究者の育成。  
 
各授業の到達目標等 
【社会医療情報学講義・演習】DP との関連：（１）、（２）、（３） 
衛生学・公衆衛生学領域の研究に際して必要とされる研究手法や疫学に関する基礎的・基本的な知識および技術
を中心に講義する。 
具体的には、以下の内容について学修する。 
1.環境保健学分野の具体的な例について、柔軟性に富んだ社会医学的考え方 
2.成人・高齢者保健学の意義・重要性 
3.産業保健に関する具体的な例について、柔軟性に富んだ社会医学的考え方 
4.いくつかのフィールドワークを通じ、地域住民への啓発活動、コミュニケーションスキルの意義等と地域保健を専門と
する医師に課せられている役割 
5.因果関係の立証など疫学の意義、目的、具体的な疫学的手法と統計学的評価の方法 
6.世界で発生しているさまざまな健康問題や保健統計に係わるデータと、国際医療協力活動に資する基礎的素養や
知識の取得法 
また、衛生学・公衆衛生学分野に関する原著論文を抄読し、研究目的、方法、結果、当該研究の意義、問題点、
残された課題について解説・討論を行う。 
 
【社会医療情報学実験・実習】DP との関連：（１）、（２）、（３）、（４） 
衛生学・公衆衛生学の領域において必要とされる専門知識と技能を培うため、実在データに基づいて演習を行う。 
1.医学研究に際して求められる科学的な考え方について、疫学の系統的・応用的な知識や技術の学修を通じて具体
的に理解する。 
2.作業仮説を立て、その仮説の正否を合理的に証明するにはどのような研究手法や要素（情報）が必要であるかにつ
いて、さらにそのために必要な実験手技や要素（情報）の収集方法について、実際の解析・検討の手法を理解すると
ともに実践する。 
 
【社会医療情報学課題研究】DP との関連：（１）、（２）、（３）、（４） 
講義・演習および実験・実習で修得した知識・技術等を活用し、各自が立案した研究計画に基づき以下を到達目標
として衛生学・公衆衛生学分野に関する研究を行う。 
1. 自らが立案した研究計画にそって研究を実行できる。 
2. 正しく統計処理ができる。 
3. 結果を科学的に図表にまとめられる。 
4. 実験や調査の内容を正しく記載し記録できる。 
5. 追加実験や追跡調査を自分で立案できる。 
 
【社会医療情報学研究論文演習】DP との関連：（１）、（２）、（３）、（４）、（５） 
博士論文の作成を通じて、以下を到達目標として研究成果の効果的かつ正確なプレゼンテーションの方法、科学的
な論文の作成方法を修得する。 
1.研究の成果を原著論文にできる。 
2.国内外の学会、ポスターセッション、症例報告会等で発表を行い、質問者からの問に適切に答えられる。 
3.博士論文を完成させる。 
 
フィードバックの方法 
課題レポートに対するフィードバックはコメントを入れて返却する。口頭試験に対するフィードバックは、試験終了後に解
答の解説を行う。成果発表に対するフィードバックは発表後に口頭で指導・評価を行う。 
 
 



成績評価基準及び方法 
○成績評価の基準： 
以下 URL の「5.成績評価」を参照 
http://www.kyorin-u.ac.jp/univ/graduate/medicine/aboutus/outline/  
 
○評価の方法： 
【社会医療情報学講義・演習】講義内容に関するレポート提出（50％）、口頭試問（50％） 
【社会医療情報学実験・実習】実験内容のレポート提出（50％）、口頭試問（50％） 
【社会医療情報学課題研究】研究成果の発表（100％） 
【社会医療情報学研究論文演習】論文の作成（100％） 
 
テキスト及び参考文献 
環境省：環境白書・循環型社会白書・生物多様性白書、日経印刷出版、2022 
伊藤貞嘉・佐々木敏・監修：日本人の食事摂取基準、第一出版、2020 
松澤佑次・監修：メタボリックシンドローム：実践ハンドブック、メデイカルトリビューン、2008. 
Hulley SB 著・木原雅子 訳：医学的研究のデザイン第 4 版、メディカル・サイエンス・インターナショナル、2014． 
Szkio M 著・木原正博 訳：アドバンスト分析疫学、メディカル・サイエンス・インターナショナル、2020． 
市原清志：バイオサイエンスの統計学、南江堂、1990． 
田村昌三 編：化学実験における事故例と安全、オーム社 2014.  
松浦賢長・小林廉毅・苅田香苗 編：コンパクト公衆衛生学（第７版）、朝倉書店 2022. 
厚生統計協会：国民衛生の動向、（最新版）. 
WHO : The World Health Statistics 2022.  
Women and Health: 女性と健康の百科事典、丸善出版 2022.      
その他、必要に応じて参考文献を配布する。  
 
2023 年度授業計画 
【社会医療情報学講義・演習】 標準履修年次：1 年次、開講時期：半期、単位：4 単位、全 15 回（1 回 2 コマ） 
                 開講曜日：木曜日      開講時限：1・2 時限 
                 教室等：A．基礎医学研究棟５階５２０  B．基礎医学研究棟６階６０６ 

C．基礎医学研究棟５階５２３  D.基礎医学研究棟 5 階 521 

No 講義内容 担当 春学期 秋学期 教室等 

1 疫学・統計１ 苅田 4/6 9/21 Ａ 

2 疫学・統計２ 苅田 4/13 9/28 Ａ 

3 感染症予防１ 白土 4/20 10/5 Ｂ 

4 感染症予防２ 白土 4/27 10/12 Ｂ 

5 環境保健１ 苣田 5/11 10/19 D 

6 環境保健２ 苣田 5/18 10/26 D 

7 環境保健３ 苅田 5/25 11/2 A 

8 生活習慣病１ 白土 6/1 11/9 Ｂ 

9 生活習慣病２ 苣田 6/8 11/16 D 

10 産業保健１ 苅田 6/15 11/30 Ａ 

11 産業保健２ 苅田 6/22 12/7 Ａ 

12 地域保健活動１ 吉田 6/29 12/14 Ｃ 

13 地域保健活動２ 吉田 7/6 12/21 Ｃ 

14 国際保健 吉田 7/13 1/11 Ｃ 

15 生命倫理 吉田 7/20 1/18 Ｃ 

 
【社会医療情報学実験・実習】 標準履修年次：2 年次、開講時期：通年、単位：8 単位、全 120 コマ 
全 120 コマで主に次の項目を実施する 
1．疫学研究のデザイン、疫学研究と実践、臨床疫学、医療情報、疫学論文の批判的吟味 
2．環境健康医学、大気・水循環システム、地球環境問題の緩和と適応、持続可能な環境保全対策 
3．行動科学、健康教育、ヘルスプロモーション活動、感染症予防とヒューマンセキュリティ、感染症疫学 
4. 生命倫理、公衆衛生活動・予防保健の実践と評価、高齢化社会における健康レジリエンス 
5. 産業保健の理論と実践、健康医療政策、保健医療経済、グローバルヘルスとグローバルガバナンス 

 
 



【社会医療情報学課題研究】 標準履修年次：3 年次、開講時期：通年、単位：8 単位、全 120 コマ 
全 120 コマで主に次の項目を実施する 
1．立案した研究計画に沿った研究 
2．追加実験・調査 

 
【社会医療情報学研究論文演習】 標準履修年次：4 年次、開講時期：通年、単位：4 単位、全 30 コマ 
全 30 コマで主に次の項目を実施する 
1．論文データ収集 
2．引用可能文献の選抜 
3．学会、ポスターセッション、症例報告会等での発表 

 
履修上の留意点、事前・事後学習等指導 
○履修上の留意点： 

・実験・実習、課題研究、研究論文演習は学生の研究テーマにより個別に指導を行うため、具体的な時間割・場
所等は協議のうえで決定する。 
・質問等の受付は随時可能。 
 

○事前・事後学習等指導：（講義・演習の事前・事後学習は、２時間を目安とする。） 
事前の予習として、授業内容に関連する文献や「テキスト及び参考文献」に記載されている文献を確認しておくこと。 
事後の復習として、授業の資料や参考文献を活用して理解を深め、十分に理解できない点については担当教員に
質問し、その都度解決しておくこと。 
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